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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月7日(2021.6.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　５－ＨＴ１Ａ受容体に関連する病態、疾患または症状の治療に使用する化合物であって
、前記化合物が、一般式（Ｉ）：

【化１】

を有し、式中、
　Ｒ１が、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ３、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ４から選択され；
　Ｒ２が、直鎖または分岐鎖Ｃ１～Ｃ１５アルキル、直鎖または分岐鎖Ｃ２～Ｃ１５アル
ケニルおよび直鎖または分岐鎖Ｃ２～Ｃ１５アルキニルから選択され；それぞれ独立に任
意選択で、ヒドロキシ、ハロゲン、アミン、アミドおよびその任意の組合せから選択され
る少なくとも１つの置換基によって置換されており；
　Ｒ３およびＲ４がそれぞれ独立に、直鎖または分岐鎖Ｃ１～Ｃ１５アルキル、直鎖また
は分岐鎖Ｃ２～Ｃ１５アルケニル、直鎖または分岐鎖Ｃ２～Ｃ１５アルキニル、ハロゲン
、アミンおよびアミドから選択され、
前記病態、疾患または症状が、不安、ストレス、うつ病、統合失調症、パニック、離脱症
候群、自己免疫疾患、炎症、肥満、メタボリック症候群、網膜症、嘔気、嘔吐、腎機能異
常、腎臓虚血性／再灌流傷害、神経損傷、ハンチントン病、アルツハイマー病、脳梗塞、
肝性脳症、外傷性脳損傷、脳虚血、脊髄損傷、血管新生、癲癇、痙攣、神経因性疼痛、気
道閉塞、強迫行動、認知障害、性衝動および性機能の低下、睡眠障害、オピオイドによる
呼吸抑制、依存症ならびにその任意の組合せから選択される、
化合物。
【請求項２】
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　前記病態、疾患または症状が、嘔気、嘔吐、痙攣およびその任意の組合せから選択され
る、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　前記病態、疾患または症状が、うつ病に関連する、請求項１に記載の化合物。
【請求項４】
　前記疾患、病態、症状または障害が、腎機能異常に関連する、請求項１に記載の化合物
。
【請求項５】
　前記化合物が、一般式（ＩＩ）：
【化２】

を有する化合物であり、式中、
　Ｒ２が、直鎖または分岐鎖Ｃ１～Ｃ１５アルキル、直鎖または分岐鎖Ｃ２～Ｃ１５アル
ケニルおよび直鎖または分岐鎖Ｃ２～Ｃ１５アルキニルから選択され；それぞれ独立に任
意選択で、ヒドロキシ、ハロゲン、アミンおよびアミド、ならびにその任意の組合せから
選択される少なくとも１つの置換基によって置換されており；
　Ｒ３が、直鎖または分岐鎖Ｃ１～Ｃ１５アルキル、直鎖または分岐鎖Ｃ２～Ｃ１５アル
ケニル、直鎖または分岐鎖Ｃ２～Ｃ１５アルキニル、ハロゲン、アミンおよびアミドから
選択される、
請求項１～４のいずれか１項に記載の、化合物。
【請求項６】
　Ｒ２が直鎖または分岐鎖Ｃ１～Ｃ１５アルキルである、請求項１～５のいずれか１項に
記載の、化合物。
【請求項７】
　Ｒ２が直鎖または分岐鎖Ｃ２～Ｃ１５アルケニルである、請求項１～５のいずれか１項
に記載の、化合物。
【請求項８】
　Ｒ２が直鎖または分岐鎖Ｃ２～Ｃ１５アルキニルである、請求項１～５のいずれか１項
に記載の、化合物。
【請求項９】
　Ｒ３が直鎖または分岐鎖Ｃ１～Ｃ１５アルキルである、請求項１～５のいずれか１項に
記載の、化合物。
【請求項１０】
　Ｒ３が直鎖または分岐鎖Ｃ２～Ｃ１５アルケニルである、請求項１～５のいずれか１項
に記載の、化合物。
【請求項１１】
　Ｒ３が直鎖または分岐鎖Ｃ２～Ｃ１５アルキニルである、請求項１～５のいずれか１項
に記載の、化合物。
【請求項１２】
　Ｒ３が、ハロゲン、アミンおよびアミドから選択される、請求項１～５のいずれか１項
に記載の、化合物。
【請求項１３】
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　５－ＨＴ１Ａ受容体に関連する病態、疾患または症状の治療に使用し、
　前記病態、疾患または症状が、不安、ストレス、うつ病、統合失調症、パニック、離脱
症候群、自己免疫疾患、炎症、肥満、メタボリック症候群、網膜症、嘔気、嘔吐、腎機能
異常、腎臓虚血性／再灌流傷害、神経損傷、ハンチントン病、アルツハイマー病、脳梗塞
、肝性脳症、外傷性脳損傷、脳虚血、脊髄損傷、血管新生、癲癇、痙攣、神経因性疼痛、
気道閉塞、強迫行動、認知障害、性衝動および性機能の低下、睡眠障害、オピオイドによ
る呼吸抑制、依存症ならびにその任意の組合せから選択され、
請求項１～１２のいずれか１項に記載の化合物を少なくとも１つ含む、組成物。
【請求項１４】
　一般式（Ｉ）：
【化３】

を有し、式中、
　Ｒ１が、－Ｃ（＝Ｏ）ＯＲ３、－ＯＣ（＝Ｏ）Ｒ４から選択され；
　Ｒ２が、直鎖または分岐鎖Ｃ２～Ｃ１５アルケニルおよび直鎖または分岐鎖Ｃ２～Ｃ１

５アルキニルから選択され；それぞれ独立に任意選択で、ヒドロキシ、ハロゲン、アミン
およびアミドまたはその任意の組合せから選択される少なくとも１つの置換基によって置
換されており；
　Ｒ３が、直鎖または分岐鎖Ｃ２～Ｃ１５アルキニル、ハロゲン、アミンおよびアミドか
ら選択され；
　Ｒ４が、直鎖または分岐鎖Ｃ１～Ｃ１５アルキル、直鎖または分岐鎖Ｃ２～Ｃ１５アル
ケニルおよび直鎖または分岐鎖Ｃ２～Ｃ１５アルキニル、ハロゲン、アミン、ならびにア
ミドから選択される、
化合物。
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